
令和８年7月２８日（火）
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◆令和８年度第１回幼保小接続推進研修会◆
◆令和７・８年度鳥取県幼保小の架け橋プログラム推進事業（令和８年度事業）研修会◆

鳥取県の幼保小連携・接続の
現状及び方向性



本日の内容

１ 鳥取県の幼保小連携・接続の考え方

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

３ 鳥取県の幼保小連携・接続の今後に向けて

第４次鳥取県幼児
教育振興プログラム

鳥取県架け橋期のカリキュラム
の検討・開発のポイント

鳥取県幼児教育センター

ホームページ
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ｐ. １、２

１ 鳥取県の幼保小連携・接続の考え方

このような遊びの繰り返しが、
非認知能力等、
学びの土台となる力を育む

ｐ. １１



５領域のねらい・内容に基づく保育活動全体を
通して資質・能力は育まれていく。

資質・能力が育っていくと、幼児期
の姿（幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿）としてあらわれてくる。

表現
健康 言葉

人間関係 環境

子どもの
育ち

ｐ. １３、１４
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１ 鳥取県の幼保小連携・接続の考え方
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１ 鳥取県の幼保小連携・接続の考え方 ｐ. ９５、９６

５歳児後半の姿であると同時に小学校の始まりの姿でもあります。この姿を幼保小
双方が子どもの育ちを捉える手掛かりとして共有していくことが重要です。
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幼保小の架け橋プログラム

１ 鳥取県の幼保小連携・接続の考え方

p.６１

幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版） 令和４年３月３１日 文部科学省

子供に関わる大人が立場の違いを越えて自分事として連携・協働し、この時期にふ
さわしい主体的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で
全ての子供に学びや生活の基盤を育めるようにすることを目指すもの

架け橋期
生涯にわたる学びや生活の基盤
をつくるために重要な時期

教育内容や方法を工夫する
ことが重要

架け橋期のカリキュラムを
協働して作成、実施、評価、改善



令和８年度幼児教育担当指導主事・担当者
（幼児教育と小学校教育との接続に関する担当指導主事・担当者を含む）会議 文部科学省 資料 7
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１ 鳥取県の幼保小連携・接続の考え方
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園等の管理職との連絡協議会の実施

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性
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管理職の連絡協議会実施

R4 R5 R6 R7

県全体 81.0% 87.4% 88.2% 92.3%

学校教育実施状況調査（小学校）

管理職の
リーダーシップ

連絡協議会の
充実と定着



持続可能な連携の体制づくり

子どもに関わる全ての関係者が、立場の違いを越え
て、子どもの姿を中心に対話しながら、架け橋期の
教育を充実できるよう、持続可能な連携の体制づく
りに努めます。

相互理解
幼児期に育んだ資質・
能力を小学校に伝える

双方が大切にしている教
育・保育内容や指導方法等
について語り合う 10

p.５５、５６

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性
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学校教育実施状況調査（小学校）

合同研修会・保育体験等の実施

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

R4 R5 R6 R7

県全体 41.3% 68.1% 81.5% 85.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R4 R5 R6 R7

合同研修会・保育体験実施

教職員等の
相互理解

事前・事後の
協議の充実



連携・交流の推進

「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を手掛かりに、子どもの
育ち（姿）を語り合ったり、互い
の教育内容や指導方法の理解を深
められたりするよう、教職員等の
連携・交流の充実に努めます。

保育体験・
保育参観

授業参観

互恵性の
ある交流

合同研修会

p.５７、５８
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性
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生活科の授業・連絡会

1年生活科の授業の様子

授業後の連絡会の様子

参観

対話

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性
p.６０
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

架け橋期のカリキュラムに係る
園等との協議の実施
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架け橋期のカリキュラムに係る園等との協議

学校教育実施状況調査（小学校）

R4 R5 R6 R7

県全体 64.5% 74.8% 79.8% 82.1%

共通の視点での
話し合いの充実

子どもの育ち（姿）
をもとに対話



幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児の
カリキュラムと小学校１年生のカリキュラムを一体
的に捉え、架け橋期に育成をめざす資質・能力を視
野に入れながら、地域の幼児教育と小学校教育の関
係者が協働して、架け橋期のカリキュラムの策定に
努めます。

架け橋期のカリキュラムへの発展

子どもたちの学びの連続性を図るために、子どもの
姿の共有からさらに「対話」を深めることで、各自が自
らの指導方法や指導内容を見直し、そのことを「架け橋
期のカリキュラム」で可視化していきます。

p.５９～６２
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

作成している

協議・作成中

作成していない

架け橋期のカリキュラムの作成状況

園 学校

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

実施している

評価している

改善している

実施・活用状況

園 学校

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

架け橋期のカリキュラムの作成・実施等

令和７年度 学校教育実施状況調査、鳥取県幼児教育調査

園 ６７．２％
小学校 ８７．３％

架け橋期のカリキュラムの
評価・改善の取組
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鳥取県架け橋期のカリキュラムの検討・開発のポイント

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性 ｐ. ６２



幼保小の継続的な対話の中で、教育活動
を評価し、それぞれの教育を充実するよう
努めます。

幼保小の協働による架け橋期の教育の充実

架け橋期のカリキュラムにおけるスタート
カリキュラム及び５歳児年間指導計画の位
置付けを見直し、教育方法の充実・改善を
していきましょう。

p.５９～６２
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

スタートカリキュラムを園と連携して活用

学校教育実施状況調査（小学校）

R4 R5 R6 R7

県全体 42.1% 57.1% 60.5% 64.1%
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スタートカリキュラムを園と連携して活用

活用できていない
１．７％

今年度中に作成予定
４．３％

校内で活用
２９．９％

園と連携し活用
６４．１％

R4 R5 R6 R7

42.1% 56.3% 61.5% 64.1%

53.7% 41.2% 36.8% 29.9%

1.7% 1.7% 0.0% 1.7%

2.5% 0.8% 1.7% 4.3%

令和７年度 学校教育実施状況調査（小学校）

教育方法の
充実・改善

スタートカリキュラム等の
見直しと改善
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連携・接続したことによる成果（成果があったと感じている項目すべてに○）

％

全園 小学校等

65.1 74.6

42.1 73.3

73.6 89.8

57.4 63.6

17.9 50

46.8 41.5

小学校等入学に向けて、自信をもって主体的に遊びや生活に取り組む姿が見られた
小学校等入学後、児童が地自信や意欲をもって主体的に活動し、自己発揮する姿が見られた

教職員が小学校等の教育内容を理解し、学びの連続性や視点を明確にした保育実践、保育の充実・改善に生かすことができた
教職員が園で行われている幼児教育について理解し、幼児期の育ちを踏まえた学習活動や授業改善に生かすことができた

特別な配慮を必要とする幼児に対する支援をつなぐことができた

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手がかりに、子どもの育ちを共有し、幼児期に育んだ資質・能力を小学校等に伝
えることができた
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手がかりに、子どもの育ちを共有し、幼児期に質まれた資質・能力が発揮できる
よう務めた

校区等の小学校等とのつながりがさらにもてるよう、５歳児年間指導計画等を改善した
校区等の園とのつながりがさらにもてるよう、スタートカリキュラムを改善した

保護者や地域に子どもの育ちや学びのつながり、連携・接続の様子を発信することができた
保護者や地域に子どもの育ちや学のつながり、連携・接続の様子を発信することができた

R３
結果】

園
等

％

全園 小学校等

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手がかりに、子ど
もの育ちを共有し、学びをつなぐことができた

３３．８ ２８．１

令和３年度 鳥取県幼児教育調査

２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

令和７年度 学校教育実施状況調査、鳥取県幼児教育調査
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

ｐ. ５６
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２ 鳥取県の幼保小連携・接続の現状及び方向性

ｐ. ９７、９８
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３ 鳥取県の幼保小連携・接続の今後に向けて

事前・事後の
協議の充実

連絡協議会の
充実と定着

共通の視点での
話し合いの充実

スタートカリキュラム等の
見直しと改善

架け橋期のカリキュラムの
評価・改善の取組

教職員等の
相互理解

管理職の
リーダーシップ

子どもの育ち（姿）
をもとに対話

教育方法の
充実・改善



幼児教育と小学校教育をつなぐ
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３ 鳥取県の幼保小連携・接続の今後に向けて

園全体・学校全体の取組に
していきましょう。

すべての子どもに
学びや生活の基盤を育めるように
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